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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】マスタレンズの焦点距離を拡大するための結像
性能の高いコンバータレンズを提供すること。
【解決手段】マスタレンズの像側に装着して用いられ、
脱着可能なコンバータレンズＣＬであって、物体側から
順に、第１レンズ群Ｇ１と、負屈折力を有する第２レン
ズ群Ｇ２とを有し、前記第１レンズ群が、物体側から順
に、負屈折力を有する第１レンズＬ１と、正屈折力を有
する第２レンズＬ２と、物体側から順に、負レンズと正
レンズとを有する接合レンズＳＬとを含むコンバータレ
ンズ。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マスタレンズの像側に装着して用いられ、脱着可能なコンバータレンズであって、
　物体側から順に、第１レンズ群と、負屈折力を有する第２レンズ群とを有し、前記第１
レンズ群が、物体側から順に、負屈折力を有する第１レンズと正屈折力を有する第２レン
ズと接合レンズとを含むことを特徴とするコンバータレンズ。
【請求項２】
　前記接合レンズは、物体側から順に、負レンズと正レンズとを有することを特徴とする
請求項１に記載のコンバータレンズ。
【請求項３】
　前記第１および第２レンズ群からなるレンズ群が以下の条件を満足することを特徴とす
る請求項１または２に記載のコンバータレンズ。
　０．１０　＜　D／M　＜　０．６０
　ただし、物体側から像側に向かう方向を正の向きとしたとき、
　D：第１レンズの物体側の面からマスタレンズ側の装着面までの距離
　M：マスタレンズ側の装着面からボディ側の装着面までの距離
【請求項４】
　前記第１および第２レンズ群からなるレンズ群が以下の条件を満足することを特徴とす
る請求項１～３の何れか一項に記載のコンバータレンズ。
　－０．６０　＜　β×ＴＬ／ｆ１　＜　０．６０
　ただし、
　β：前記コンバータレンズの拡大倍率
　ＴＬ：前記コンバータレンズの最も物体側のレンズ面から最も像側のレンズ面までの光
軸上の距離
　ｆ１：前記第１レンズ群の焦点距離
【請求項５】
　前記接合レンズが以下の条件を満足することを特徴とする請求項１～４の何れか一項に
記載のコンバータレンズ。
　０．７５　＜　Ｎｐ／Ｎｎ　＜　０．９５
　ただし、
　Ｎｐ：前記接合レンズの前記正レンズのｄ線の屈折率
　Ｎｎ：前記接合レンズの前記負レンズのｄ線の屈折率
【請求項６】
　以下の条件を満足することを特徴とする請求項１～５の何れか一項に記載のコンバータ
レンズ。
　１．４０　＜　β　
　ただし、
　β：前記コンバータレンズの拡大倍率
【請求項７】
　前記１～６の何れか一項に記載のコンバータレンズを有することを特徴とする光学装置
。
【請求項８】
　物体側から順に、第１レンズ群と、負屈折力を有する第２レンズ群とを有し、前記第１
レンズ群が、物体側から順に、負屈折力を有する第１レンズと正屈折力を有する第２レン
ズと接合レンズとを含むコンバータレンズを、マスタレンズの像側に装着して該マスタレ
ンズの焦点距離を拡大する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コンバータレンズと、これを有する光学装置、マスタレンズの焦点距離拡大
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方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、望遠レンズ等の焦点距離をより長くしたいという要望から、全レンズ系の焦点距
離を変化させる着脱可能なコンバータの提案がされてきた（例えば、特許文献１）。
【特許文献１】特開昭６３－２０１６２４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、従来のコンバータレンズでは結像性能が不十分である。そこで、本発明は結像
性能の高いコンバータレンズを提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記課題を解決するため、本発明は、マスタレンズの像側に装着して用いられ、脱着可
能なコンバータレンズであって、物体側から順に、第１レンズ群と、負屈折力を有する第
２レンズ群とを有し、前記第１レンズ群が、物体側から順に、負屈折力を有する第１レン
ズと正屈折力を有する第２レンズと接合レンズとを含むことを特徴とするコンバータレン
ズを提供する。
【０００５】
　また、本発明は、前記コンバータレンズを有することを特徴とする光学装置を提供する
。
【０００６】
　また、本発明は、物体側から順に、第１レンズ群と、負屈折力を有する第２レンズ群と
を有し、前記第１レンズ群が、物体側から順に、負屈折力を有する第１レンズと正屈折力
を有する第２レンズと接合レンズとを含むコンバータレンズを、マスタレンズの像側に装
着して該マスタレンズの焦点距離を拡大する方法を提供する。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、結像性能の高いコンバータレンズを提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、本発明の実施の形態に係るコンバータレンズについて説明する。
【０００９】
　一般に、コンバータレンズはマスタレンズの焦点距離を拡大するばかりでなく、マスタ
レンズの収差も拡大してしまうため、収差補正が困難である。これは拡大倍率が高いほど
顕著となる。したがって、拡大倍率が高いものほど充分な光学性能を備える必要がある。
【００１０】
　本実施の形態に係るコンバータレンズは、マスタレンズの像側に装着して用いられ、脱
着可能なコンバータレンズであって、物体側から順に、負屈折力を有する第１レンズ群と
、負屈折力を有する第２レンズ群とを有し、前記第１レンズ群が、物体側から順に、負屈
折力を有する第１レンズと正屈折力を有する第２レンズと接合レンズとを含んでいる。
【００１１】
　このような構成とすることにより、像面湾曲とコマ収差の発生を抑えながら、球面収差
を良好に補正することができる。
【００１２】
　また、本実施の形態に係るコンバータレンズでは、接合レンズは、物体側から順に、負
レンズと正レンズとを有することが望ましい。負屈折力の第１レンズ群内で接合レンズを
用いることにより、軸上色収差を良好に補正することができる。
【００１３】
　また、本実施の形態に係るコンバータレンズは、第１および第２レンズ群からなるレン
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ズ群が以下の条件を満足することが望ましい。
　　０．１０　＜　D／M　＜　０．６０　…（１）
【００１４】
　ただし、物体側から像側に向かう方向を正の向きとしたとき、Dは第１レンズの物体側
の面からマスタレンズ側の装着面までの距離、Mはマスタレンズ側の装着面からボディ側
の装着面までの距離である。
【００１５】
　条件式（１）は、第１レンズの物体側の面からマスタレンズ側の装着面、つまりコンバ
ータレンズのマスタレンズとの装着面までの距離と、マスタレンズ側の装着面からボディ
側の装着面、つまりコンバータレンズのカメラボディとの装着面までの距離との関係式で
ある。条件式（１）を満足すると、後述する実施例のようにマスタレンズ側の装着面より
も物体側にレンズを配置することで、射出瞳位置の制御が容易になり、より高い結像性能
を有するコンバータレンズを実現することができる。
【００１６】
　条件式（１）の下限を下回ると、像面湾曲、コマ収差が劣化してしまい、望ましくない
。なお、条件式（１）の下限値を０．２０に設定すると、本実施の形態の効果をより顕著
に発揮することができる。
【００１７】
　条件式（１）の上限値を上回ると、コンバータレンズの全長が大きくなり、マスタレン
ズに装着できなくなる。また、球面収差が劣化してしまい、望ましくない。なお、条件式
（１）の上限値を０．５５に設定すると、本実施の形態の効果をより顕著に発揮すること
ができる。
【００１８】
　また、本実施の形態に係るコンバータレンズは、第１および第２レンズ群からなるレン
ズ群が以下の条件を満足することが望ましい。
　　－０．６０　＜　β×ＴＬ／ｆ１　＜　０．６０　…（２）
【００１９】
　ただし、βは前記コンバータレンズの拡大倍率であり、ＴＬは前記コンバータレンズの
最も物体側のレンズ面から最も像側のレンズ面までの光軸上の距離であり、ｆ１は前記第
１レンズ群の焦点距離である。
【００２０】
　条件式（２）は、コンバータレンズの拡大倍率と、コンバータレンズの全長と、第１レ
ンズ群の合成焦点距離との関係式である。条件式（２）の下限値を下回ると、第１レンズ
群の負屈折力が強まり、球面収差やペッツバール和の補正が困難となり望ましくない。な
お、条件式（２）の下限値を－０．４５に設定すると、本実施の形態の効果をより顕著に
発揮することができる。
【００２１】
　条件式（２）の上限値を上回ると、第１レンズ群の正屈折力が強まり、像面湾曲やコマ
収差の補正が困難となり望ましくない。なお、条件式（２）の上限値を０．４５に設定す
ると、本実施の形態の効果をより顕著に発揮することができる。
【００２２】
　また、本実施の形態に係るコンバータレンズは、接合レンズが以下の条件を満足するこ
とが望ましい。
　　０．７５　＜　Ｎｐ／Ｎｎ　＜　０．９５　…（３）
【００２３】
　ただし、Ｎｐは前記接合レンズの前記正レンズのｄ線（波長λ＝５８７．６ｎｍ）の屈
折率であり、Ｎｎは前記接合レンズの前記負レンズのｄ線（波長λ＝５８７．６ｎｍ）の
屈折率である。
【００２４】
　条件式（３）は、レンズ媒質の屈折率の関係式である。条件式（３）の下限値を下回る
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と、高価な硝材を使用するためコストが高くなる。また、ペッツバール和が増大し、像面
湾曲、コマ収差が劣化し望ましくない。なお、条件式（３）の下限値を０．８０に設定す
ると、本実施の形態の効果をより顕著に発揮することができる。
【００２５】
　条件式（３）の上限値を上回ると、ペッツバール和が減少し、像面湾曲、コマ収差が劣
化し望ましくない。なお、条件式（３）の上限値を０．９０に設定すると本実施の形態の
効果をより顕著に発揮することができる。
【００２６】
　また、本実施の形態に係るコンバータレンズは以下の条件を満足することが望ましい。
　　１．４０　＜　β　…（４）
【００２７】
　ただし、βは前記コンバータレンズの拡大倍率である。
【００２８】
　条件式（４）は、無限遠合焦状態において、コンバータレンズがマスタレンズの焦点距
離を拡大する倍率を規定するものである。条件式（４）の下限値を下回ると、倍率が不十
分となりコンバータレンズとして機能しないので好ましくない。なお、条件式（４）の下
限値を１．５０とすると、本実施の形態の効果をより顕著に発揮することができる。
【００２９】
　また、本実施の形態に係るマスタレンズの焦点距離を拡大する方法は、物体側から順に
、負屈折力を有する第１レンズ群と、負屈折力を有する第２レンズ群とを有し、前記第１
レンズ群が、物体側から順に、負屈折力を有する第１レンズと、正屈折力を有する第２レ
ンズと、負レンズと正レンズとの接合レンズとを有するコンバータレンズを、マスタレン
ズの像側に装着することで達成する。このような方法により、簡便にマスタレンズの焦点
距離を拡大することができる。
【００３０】
　（実施例）
　以下、本実施の形態に係るコンバータレンズの実施例を、図面を参照しつつ説明する。
【００３１】
　（第１実施例）
　図１は、マスタレンズＭＬに本実施の形態の第１実施例に係るコンバータレンズＣＬを
装着した構成を示す図である。なお、図１において、物体側は左方、像側は右方となる（
以下、図３および図５において同様）。
【００３２】
　コンバータレンズＣＬは、マスタレンズＭＬの像側に装着されている。図１に示すよう
に、第１実施例に係るコンバータレンズＣＬは、物体側から順に、負の屈折力を有する第
１レンズ群Ｇ１と、負の屈折力を有する第２レンズ群Ｇ２とから構成されている。
【００３３】
　第１レンズ群Ｇ１は、物体側から順に、像面Ｉ側に凹面を向けた負メニスカスレンズＬ
１と、物体側に凸面を向けた正メニスカスレンズＬ２と、両凹形状の負レンズＬ３と両凸
形状の正レンズＬ４とからなる接合レンズとから構成されている。
【００３４】
　第２レンズ群Ｇ２は、物体側から順に、物体側に凹面を向けた正メニスカスレンズＬ５
と、物体側に凹面を向けた負メニスカスレンズＬ６とから構成されている。
【００３５】
　第１実施例に係るコンバータレンズＣＬは、マスタレンズＭＬに装着する部位であるマ
スタレンズ側装着面１０よりも物体側に第１レンズ群Ｇ１の一部のレンズが配置された構
成となっている。このような構成とすることにより、射出瞳位置の制御が容易になる。
【００３６】
　また、コンバータレンズＣＬの像面Ｉ側の端部には、カメラボディに装着する部位であ
るボディ側の装着面２０が形成されている。
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【００３７】
　以下の表１に、マスタレンズＭＬと、第１実施例に係るコンバータレンズＣＬの諸元値
を示す。
【００３８】
　表中の（面データ）において、物面は物体面、面番号は物体側からの面の番号、ｒは曲
率半径、ｄは面間隔、ｎｄはｄ線（波長λ＝５８７．６ｎｍ）における屈折率、νｄはｄ
線（波長λ＝５８７．６ｎｍ）におけるアッベ数、（絞り）は開口絞りＳ、像面は像面Ｉ
をそれぞれ表している。なお、空気中の屈折率ｎｄ＝１．０００００は記載を省略してい
る。また、曲率半径ｒ欄の「∞」は平面を示している。
【００３９】
　（各種データ）において、ｆ（ＭＬ）はマスタレンズの焦点距離、ＦＮＯ（ＭＬ）はマ
スタレンズのＦナンバー、Ｒは撮影距離、ｆはマスタレンズにコンバータレンズを装着し
た際の合成焦点距離、ＦＮＯはコンバータレンズのＦナンバー、２ωはコンバータレンズ
の画角（単位「°」）、Ｙはコンバータレンズの像高、ＴＬはコンバータレンズの全長、
Ｂｆはバックフォーカス、ｆ１は第１レンズ群の合成焦点距離、Dは第１レンズの物体側
の面からマスタレンズ側の装着面までの距離、Mはマスタレンズ側の装着面からボディ側
の装着面までの距離をそれぞれ表している。なお、コンバータレンズの全長とは、コンバ
ータレンズの最も物体側のレンズ面から最も像側のレンズ面までの光軸上の距離である。
【００４０】
　（条件式対応値）は、各条件式の対応値をそれぞれ示す。
【００４１】
　なお、以下の全ての諸元値において、掲載されている合成焦点距離ｆ、曲率半径ｒ、面
間隔ｄその他の長さ等の単位は、特記のない場合一般に「ｍｍ」が使われるが、光学系は
比例拡大または比例縮小しても同等の光学性能が得られるので、これに限られるものでは
ない。また、単位は「ｍｍ」に限定されることなく他の適当な単位を用いることもできる
。さらに、これらの記号の説明は、以降の他の実施例においても同様とし、説明を省略す
る。
【００４２】
（表１）
[面データ]
面番号　　ｒ　　　 ｄ　　　 ｎd　　　 νd
物面　　　∞　　　 ∞　　　　　　　　　　　　
　１　  　∞　　   4.00　　1.52238    64.10　　
　２      ∞　　   0.60　　
　３   173.866　  12.00　  1.50201    82.51    
　４  -978.065     0.20
　５   133.636    15.00    1.50201    82.51    
　６  -464.694     5.00    1.81620    46.54    
　７   332.918    46.30
　８    99.554     3.50    1.75558    45.00    
　９    55.631    15.90    1.50201    82.51    
１０ -1371.060    29.55
１１  -169.969     2.70    1.52238    64.10    
１２    67.285     4.51
１３  -192.927     7.00    1.82062    33.89    
１４   -43.081     2.80    1.59583    61.09    
１５    83.887    19.21   
１６(絞り) ∞      1.70
１７   194.039     5.80    1.52373    69.98    
１８   -90.958     3.10
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１９   -43.595     3.50    1.81482    28.56    
２０   -64.790     7.60
２１  -175.804     6.70    1.49227    70.40    
２２   -53.035    14.50
２３      ∞       3.63 
２４      ∞       2.00    1.51680    64.10    
２５      ∞       2.00     
２６    85.538     2.50    1.88300    40.76    
２７    28.264     1.00
２８    31.267     6.00    1.60342    38.01    
２９  -251.100    10.59
３０   -73.712     2.50    1.88300    40.76    
３１    46.806    10.00    1.62004    36.26    
３２   -39.478    10.77
３３   -33.885     5.50    1.58913    61.16    
３４   -28.705     0.70
３５   -65.514     3.00    1.88300    40.76    
３６  -415.209   113.61
像面　　　∞
[各種データ]
ｆ（ＭＬ）＝２９４．００１
ＦＮＯ（ＭＬ）＝２．８９
Ｒ＝無限遠
ｆ＝５８３．６
ＦＮＯ＝５．７３
２ω＝４．２４°
Ｙ＝２１．６９
ＴＬ＝５２．６
Ｂｆ＝１１３．６
ｆ１＝７３０．６
Ｄ＝３９．００
Ｍ＝８０．６６
[各条件式対応値]
条件式（１）　Ｄ／Ｍ　＝　０．４８
条件式（２）　β×ＴＬ／ｆ１　＝　０．１２６
条件式（３）　Ｎｐ／Ｎｎ　＝　０．８６０
条件式（４）　β　＝　２．０
【００４３】
　図２に第１実施例に係るコンバータレンズＣＬの無限遠合焦時の諸収差図を示す。各収
差図において、ＦＮＯはＦナンバー、Ｙは像高、Ａは半画角（単位「°」）をそれぞれ示
す。またＤはｄ線（波長λ＝５８７．６ｎｍ）、Ｇはｇ線（波長λ＝４３５．８ｎｍ）の
収差曲線をそれぞれ示している。また、球面収差図、非点収差図において、実線はサジタ
ル像面、破線はメリジオナル画像をそれぞれ示している。
【００４４】
　図２の各収差図に示すように、第１実施例に係るコンバータレンズは、良好に収差補正
がなされ、優れた結像性能を有していることがわかる。なお、図７にコンバータレンズＣ
Ｌを装着せずに、マスタレンズＭＬのみの場合の無限遠合焦時における諸収差図を示す。
また、以降の実施例においても同様の記号を使用し、説明を省略する。
【００４５】
　（第２実施例）
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　図３は、マスタレンズＭＬに本実施の形態の第２実施例に係るコンバータレンズＣＬを
装着した構成を示す図である。図３に示すように、第２実施例に係るコンバータレンズＣ
Ｌは、物体側から順に、負の屈折力を有する第１レンズ群Ｇ１と、負の屈折力を有する第
２レンズ群Ｇ２とから構成されている。
【００４６】
　第１レンズ群Ｇ１は、物体側から順に、像面Ｉ側に凹面を向けた負メニスカスレンズＬ
１と、物体側に凸面を向けた正メニスカスレンズＬ２と、両凹形状の負レンズＬ３と両凸
形状の正レンズＬ４とからなる接合レンズとから構成されている。
【００４７】
　第２レンズ群Ｇ２は、物体側から順に、物体側に凹面を向けた正メニスカスレンズＬ５
と、物体側に凹面を向けた負メニスカスレンズＬ６とから構成されている。
【００４８】
　第２実施例に係るコンバータレンズＣＬは、マスタレンズＭＬに装着する部位であるマ
スタレンズ側装着面１０よりも物体側に第１レンズ群Ｇ１の一部のレンズが配置された構
成となっている。このような構成とすることにより、射出瞳位置の制御が容易になる。
【００４９】
　また、コンバータレンズＣＬの像面Ｉ側の端部には、カメラボディに装着する部位であ
るボディ側の装着面２０が形成されている。
【００５０】
　以下の表２に第２実施例に係るコンバータレンズＣＬの諸元値を示す。
【００５１】
（表２）
[面データ]
面番号 　　ｒ　　 　ｄ　　　 ｎd　　　 νd
物面       ∞       ∞
　１ 　    ∞　　　 4.00　　1.51680    64.10　　
　２ 　    ∞　   　0.60
　３    173.866　  12.00　  1.49782    82.51    
　４   -978.065     0.20
　５    133.636    15.00    1.49782    82.51    
　６   -464.694     5.00    1.80411    46.54    
　７    332.918    46.30
　８     99.554     3.50    1.74400    45.00    
　９     55.631    15.90    1.49782    82.51    
１０  -1371.060    29.55           
１１   -169.969     2.70    1.51680    64.10    
１２     67.285     4.51         
１３   -192.927     7.00    1.80384    33.89    
１４    -43.081     2.80    1.58913    61.09    
１５     83.887    19.21         
１６(絞り)  ∞      1.70         
１７    194.039     5.80    1.51860    69.98    
１８    -90.958     3.10         
１９    -43.595     3.50    1.79504    28.56    
２０    -64.790     7.60          
２１   -175.804     6.70    1.48749    70.40    
２２    -53.035    14.50          
２３       ∞       3.63         
２４       ∞       2.00    1.51680    64.10    
２５       ∞      12.00        
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２６     96.736     2.50    1.882997   40.76    
２７     28.607     1.00        
２８     31.733     6.00    1.603420   38.01    
２９   -106.572     7.27       
３０    -46.665     2.50    1.882997   40.76    
３１     45.994    10.00    1.620041   36.26    
３２    -34.512    14.67       
３３    -39.919     5.50    1.589130   61.16    
３４    -29.336     0.70             
３５    -56.974     3.00    1.882997   40.76    
３６   -270.900    97.87
像面　　 　∞
[各種データ]
ｆ（ＭＬ）＝２９４．００１
ＦＮＯ（ＭＬ）＝２．８９
Ｒ＝無限遠
ｆ＝５８３．５９５
ＦＮＯ＝５．７１
２ω＝４．２４°
Ｙ＝２１．６７
ＴＬ＝５３．３
Ｂｆ＝９７．７
ｆ１＝２７８．７
Ｄ＝２９．００
Ｍ＝７５．５０
[各条件式対応値]
条件式（１）　Ｄ／Ｍ　＝　０．３８
条件式（２）　β×ＴＬ／ｆ１　＝　－０．０４９
条件式（３）　Ｎｐ／Ｎｎ　＝　０．８６０
条件式（４）　β　＝　２．０
【００５２】
　図４に第２実施例に係るコンバータレンズＣＬの無限遠合焦時の諸収差図を示す。
【００５３】
　図４の各収差図に示すように、第２実施例に係るコンバータレンズは、良好に収差補正
がなされ、優れた結像性能を有していることがわかる。
【００５４】
　（第３実施例）
　図５は、マスタレンズＭＬに本実施の形態の第３実施例に係るコンバータレンズＣＬを
装着した構成を示す図である。図５に示すように、第３実施例に係るコンバータレンズＣ
Ｌは、物体側から順に、負の屈折力を有する第１レンズ群Ｇ１と、負の屈折力を有する第
２レンズ群Ｇ２とから構成されている。
【００５５】
　第１レンズ群Ｇ１は、物体側から順に、像面Ｉ側に凹面を向けた負メニスカスレンズＬ
１と、物体側に凸面を向けた正メニスカスレンズＬ２と、両凹形状の負レンズＬ３と両凸
形状の正レンズＬ４とからなる接合レンズとから構成されている。
【００５６】
　第２レンズ群Ｇ２は、物体側から順に、物体側に凹面を向けた正メニスカスレンズＬ５
と、物体側に凹面を向けた負メニスカスレンズＬ６とから構成されている。
【００５７】
　第３実施例に係るコンバータレンズＣＬは、マスタレンズＭＬに装着する部位であるマ
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スタレンズ側装着面１０よりも物体側に第１レンズ群Ｇ１の一部のレンズが配置された構
成となっている。このような構成とすることにより、射出瞳位置の制御が容易になる。
【００５８】
　また、コンバータレンズＣＬの像面Ｉ側の端部には、カメラボディに装着する部位であ
るボディ側の装着面２０が形成されている。
【００５９】
　以下の表３に、本実施例に係るコンバータレンズＣＬの諸元の値を示す。
【００６０】
（表３）
[面データ]
面番号     ｒ　　　  ｄ　　  ｎd　　　 νd
物面        ∞       ∞
　１　　    ∞　　  4.00　　1.51680    64.10　　
　２　　    ∞　　  0.60  
　３　   173.866　 12.00　  1.49782    82.51    
　４    -978.065    0.20  
　５     133.636   15.00    1.49782    82.51    
　６    -464.694    5.00    1.80411    46.54    
　７     332.918   46.30
　８      99.554    3.50    1.74400    45.00    
　９      55.631   15.90    1.49782    82.51    
１０   -1371.060   29.55
１１    -169.969    2.70    1.51680    64.10    
１２      67.285    4.51  
１３    -192.927    7.00    1.80384    33.89    
１４     -43.081    2.80    1.58913    61.09    
１５      83.887   19.21
１６(絞り)   ∞     1.70
１７     194.039    5.80    1.51860    69.98    
１８     -90.958    3.10  
１９     -43.595    3.50    1.79504    28.56    
２０     -64.790    7.60    
２１    -175.804    6.70    1.48749    70.40    
２２     -53.035   14.50
２３        ∞      3.63   
２４        ∞      2.00    1.51680    64.10    
２５        ∞      8.00    
２６      93.435    2.50    1.882997   40.76    
２７      27.969    1.00    
２８      31.317    6.00    1.603420   38.01    
２９     -96.618    7.27 
３０     -40.591    2.50    1.882997   40.76    
３１      38.572   10.00    1.620041   36.26    
３２     -30.590   14.67    
３３     -42.980    5.50    1.589130   61.16    
３４     -27.661    0.70     
３５     -45.340    3.00    1.882997   40.76    
３６    -184.597   86.71     
像面　      ∞
[各種データ]
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ｆ（ＭＬ）＝２９４．００１
ＦＮＯ（ＭＬ）＝２．８９
Ｒ＝無限遠
ｆ＝５８３．６００
ＦＮＯ＝２．８９
２ω＝４．２４°
Ｙ＝２１．７０
ＴＬ＝５３．１
Ｂｆ＝８６．７
ｆ１＝２４５．３
Ｄ＝２３．００
Ｍ＝７０．３０
[各条件式対応値]
条件式（１）　Ｄ／Ｍ　＝　０．３３
条件式（２）　β×ＴＬ／ｆ１　＝　－０．０８２
条件式（３）　Ｎｐ／Ｎｎ　＝　０．８６０
条件式（４）　β　＝　２．０
　
【００６１】
　図６に第３実施例に係るコンバータレンズＣＬの無限遠合焦時の諸収差図を示す。
【００６２】
　図６の各収差図に示すように、第３実施例に係るコンバータレンズは、良好に収差補正
がなされ、優れた結像性能を有していることがわかる。
【００６３】
　上記各実施例にて示したように、本実施形態によれば結像性能の高いコンバータレンズ
を提供することができる。
【００６４】
　次に、本実施形態に係るコンバータレンズを搭載したカメラについて説明する。なお、
第１実施例に係るコンバータレンズを搭載した場合について説明するが、他の実施例でも
同様である。
【００６５】
　図８は、第１実施例に係るコンバータレンズを備えたカメラの構成を示す図である。
【００６６】
　図８において、カメラ３０は、撮影レンズ３２としてマスタレンズＭＬと、マスタレン
ズＭＬに装着した第１実施例に係るコンバータレンズＣＬとを備えたデジタル一眼レフカ
メラである。カメラ３０において、不図示の物体（被写体）からの光は、撮影レンズ３２
で集光されて、クイックリターンミラー３３を介して集点板３４に結像される。そして集
点板３４に結像されたこの光は、ペンタプリズム３５中で複数回反射されて接眼レンズ３
６へ導かれる。これにより撮影者は、被写体像を接眼レンズ３６を介して正立像として観
察することができる。
【００６７】
　また、撮影者によって不図示のレリーズボタンが押されると、クイックリターンミラー
３３が光路外へ退避し、不図示の被写体からの光は撮像素子３７へ到達する。これにより
被写体からの光は、撮像素子３７によって撮像されて、被写体画像として不図示のメモリ
に記録される。このようにして、撮影者はカメラ３０による被写体の撮影を行うことがで
きる。
【００６８】
　カメラ３０に撮影レンズ３２としてマスタレンズＭＬと、マスタレンズＭＬに装着した
第１実施例に係るコンバータレンズＣＬとを搭載することにより、高い性能を有するカメ
ラを実現することができる。
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　なお、以下に記載の内容は、光学性能を損なわない範囲で適宜採用可能である。
【００７０】
　実施例では、２群構成を示したが、さらに他のレンズ又はレンズ群を付加した構成にも
適用可能である。
【００７１】
　また、レンズ群または部分レンズ群を光軸に垂直な方向に振動させて、手ぶれによって
生じる像ぶれを補正する防振レンズ群としても良い。
【００７２】
　また、レンズ面を非球面としても良い。特に第１レンズ群Ｇ１の接合レンズに非球面レ
ンズを用いれば、球面収差の補正効果が格段に向上する。非球面レンズを用いる場合は、
研削加工による非球面、ガラスを型で非球面形状に形成したガラスモールド非球面、ガラ
スの表面に樹脂を非球面形状に形成した複合型非球面の何れの非球面でも構わない。
【００７３】
　また、各レンズ面には、広い波長域で高い透過率を有する反射防止膜が施されれば、フ
レアやゴーストを軽減し、高いコントラストの光学性能を達成できる。
【００７４】
　なお、本明細書においては、本発明を分かり易く説明するために各実施例の構成要件を
付して説明したが、本発明がこれに限定されるものでないことは言うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【００７５】
【図１】第１実施例に係るコンバータレンズの構成を示す断面図である。
【図２】第１実施例における無限遠合焦時の収差図である。
【図３】第２実施例に係るコンバータレンズの構成を示す断面図である。
【図４】第２実施例における無限遠合焦時の収差図である。
【図５】第３実施例に係るコンバータレンズの構成を示す断面図である。
【図６】第３実施例における無限遠合焦時の収差図である。
【図７】マスタレンズの無限遠合焦時の収差図である。
【図８】第１実施例に係るコンバータレンズを備えたカメラの構成を示す図である。
【符号の説明】
【００７６】
　ＣＬ　コンバータレンズ
　ＭＬ　マスタレンズ
　Ｇ１　第１レンズ群
　Ｌ１　第１レンズ
　Ｌ２　第２レンズ
　ＳＬ　接合レンズ
　Ｌ３　負レンズ
　Ｌ４　正レンズ
　Ｇ２　第２レンズ群
　Ｌ５　正レンズ
　Ｌ６　負レンズ
　Ｉ　像面
　Ｓ　開口絞り
　１０　マスタレンズ側装着面
　２０　ボディ側装着面
　３０　カメラ
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